
１．実施体制

２．事業内容

開催回数 3回 開催期間

参加者数 5名 内訳 小学４年生 1名

小学５年生 2名

小学６年生 2名

令和５年１１月１１日～令和６年１月２０日

小林　洋介（東秩父村教育委員会教育長）

小林　和夫（小川町教育委員会教育長）

韮塚　雄一（小川町社会教育委員）

小川町教育委員会、東秩父村教育委員会

実行委員長

令和５年度　子ども和紙大学おがわ・ひがしちちぶ

子ども和紙大学おがわ・ひがし

ちちぶ実行委員会 実行委員

（関係団体）

子ども和紙大学おがわ・ひがし

ちちぶ

学長

副学長



３．実施内容

１１月１１日（土）

９：００～１２：００

トロロアオイ掘り出し

１１月２６日（日）

９：００～１２：００

楮の刈り取り

２日目 開催日時

講義名
「和紙の材料を手に入れて、自分の和紙を

作ってみよう！」

１日目 開催日時

ふ

る

さ

と

学
講師 ※協力（東秩父村農業委員会）

会場

講義名

和紙の里、東秩父村のトロロアオイ畑

「トロロアオイの掘り出しに挑戦！」

ふ

る

さ

と

学

会場 小川町内の楮畑、和紙体験学習センター

講師

小川和紙工業協同組合

坂田　勝美　さん

和紙体験学習センター

若林　正良　さん

写真



３．実施内容

１月２０日（土）

１３：００～１６：００

楮の皮剥ぎ

講師
小川和紙工業協同組合

坂田　勝美　さん

３日目 開催日時

ふ

る

さ

と

学

会場 和紙体験学習センター

講義名 「楮の皮剥ぎ、黒皮の取り除きに挑戦！」

写真



４．参加者の声

初日

・トロロアオイを抜くのが楽しかった。　　　　　　　　　   　　    ・ねばねばしていてすごかった。

・トロロアオイを抜くのが難しかったけど、切るのは楽しかった。             ・トロロアオイを木槌で叩くことを初めて知った。

・トロロアオイの根を束ねていたのを見て、とても上手だと思った。　   ・花の形が面白かった。

２日目

・楮の刈り取りで大きく鎌をひいたらよく切れて、楽しかった。　　     ・和紙を漉くときに均等に揺らすのが難しかった。

・漉いた紙がくっつかないのには、理由があることを知った。　　　    ・もっと上手に漉けるようになりたい。

・楮を切るのが難しかった。　　　　　　　　　　　　　　　　・和紙の原料や漉いた後のことが知れて良かっ

た。

３日目

・皮をむいたりするのが楽しかった。　　　　　　　　　　　　　・黒い皮を剥がすことを初めて知った。

・たたかないと良い紙が作れないことを初めて知った。

・和紙の作り方を学べてよかったです。

・もっと１年を通じて参加できれば参加者同士仲良くなれると思います。

・小学校以外でも学びの場があることを知ってもらえて良かったです。

・参加人数が少なかったので広報の方法に工夫が必要だと思った。

・スタッフを集めても人数が少なくてもったいないと思った。

参

加

し

た

子

供

の

声

（

感

想

）

保

護

者

の

声

（

感

想

）


